出 向 契 約 書

　　　　　　　　　　　（以下「甲」という。）と 　　　　　　　　　　（以下「乙」という。）は、甲から乙へ出向する者（以下「出向者」という。）の労働条件及び出向者の経費の負担等に関し、次のとおり契約を締結する。

第1条　甲は出向者を乙において乙の指揮のもと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことを目的とする。

第2条　出向者は次の者とする

　　　　　　　　　出向者　（氏　名）　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　（住　所）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第3条　出向者の甲から乙への出向期間は、平成　　年　　月　　日から平成　　年　　月
　　日までとする。

第４条　出向先法人名及び所在地は、次のとおりとする。

　　　　　　　　　会社名　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　所在地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第５条　甲は、上記出向期間中出向者を休職させ、乙の社員として出向させる。

　　　出向者は本契約終了時もしくは契約の解除時には速やかに甲に復職するものとする。

第６条　出向者は乙の就業規則に従うものとする。
（ただし、年次有給休暇・福利厚生・退職金を除く）

　　２　出向者の年次有給休暇・福利厚生は、甲の規定を適用する。

　　３　出向期間に係る退職金は、甲が定める規定により甲が負担する。

第7条　出向者の賃金及び賞与は、甲の規定により、甲が出向者に対し直接支給し、甲は乙に対し基本給及び諸手当の全額を請求するものとする。

第8条　出向者の健康保険、厚生年金保険、雇用保険は、甲において継続加入の上、これらにかかる事業主負担保険料は甲が負担する。

　　２　出向者の労働者災害補償保険は、乙において付保することとし、これにかかる保険料は乙が負担する。

第9条　出張旅費等乙の業務命令に伴って発生する諸費用は、乙の規定に基づき乙が出向者に対し直接支給する。

　　２　通勤に必要な費用は、甲の規定に基づき甲が出向者に対し直接支給する。

第10条　出向者の出向に伴う配置先までの旅費及び復帰に伴う甲までの旅費は、甲が甲の定める規定により負担し、出向者に支給する。

第11条　本契約に規定されていない事項または本契約の規定に疑義が生じた場合には、甲乙協議の上これを解決するものとする。

第12条　本契約の有効期間は、契約書の締結の日から第3条の出向期間の末日までとする。

　　　　但し本契約第1条の目的を達したとき、又は目的到達が不能であることが明らかになったときは、

　　　その時点を以って終了とする。

第13条　本契約の有効期間中であっても、甲又は乙が解約を希望する日の１ヵ月前までに書面により相手方に通告したときは、本契約を解除することができる。

　上記契約の成立を証するため、本書２通を作成し、甲乙署名捺印のうえ各１通を保持する。

平成　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　甲　（所在地）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（会社名）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表者）　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　乙　（所在地）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（会社名）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表者）　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
